
マッコウクジラの体内から7.6kgもの
プラスチックごみ

龍馬学園では、２０２０年から SDGｓ目標達成に向けて「脱プラスクールライフ」
に取り組んでいます。

海洋汚染など環境問題の原因の 1つとされるプラスチックゴミの削減に取り組み、

持続可能な地球を目指していきます。

学校法人龍馬学園　理事長　佐竹 新市

龍馬学園オリジナルタンブラー(2種) 800円 ( (税込

各校事務局にて販売中

日本近海のマイクロプラスチックの量は、世界平均の２７倍にも及ぶ
という報告がある。
２０５０年までには、海洋中のプラスチックの重さが魚を上まわると
いう推定も出ている。
世界中で年間約３千万トンが適正に処理されず外に捨てられ、このう
ちの１５～４０%が海に流出すると試算されている。
私たちの食卓に並ぶ魚や貝にも取り込まれており、実際に人間も多く
のプラスチックを体内に入れていると言われている。

1. マイボトル用浄水サーバー設置によるペットボトル削減
2．自動販売機でのペットボトル飲料販売を停止しました
3. オリジナルマイエコバッグ普及によるレジ袋の削減

脱プラ！
スクールライフ宣言持続可能な開発目標

Sustainable Development Goals

地球の未来、
そして、
キミの未来へ
羽ばたけ。

龍馬学園から排出される
ペットボトルをゼロに！

の目標設定

２025年
龍馬学園

※写真はイメージです。

数量
限定

龍馬学園は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。

2015年9月の国連サミット
で採択された「持続可能な開
発のための2030アジェンダ」
にて記載された 2030年まで
に持続可能でよりよい世界を
目指す国際目標です。

SDGsって？SDGsって？

ペンギンが

プラスチックストローの

誤飲によって

胃に穴があき死んだ


